
〇 〇

そ の 他 告 示

発
行
内
閣
府

（
原
稿
作
成
国
立
印
刷
局
）
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ＡＥ1334 豊田合成株式会社
ＡＥ1335 ナガセケンコー株式会社
Ｃ7138 株式会社なぎさ本舗京都屋新潟

本店
Ｅ48483 株式会社エスエスプランニング
Ｅ48492 伊藤 友一
Ｅ48481 佐藤 亮多
Ｅ48491 おがた美建株式会社
Ｅ48493 ダイキョーランド株式会社
Ｅ48485 奥田 建司
Ｅ48488 株式会社hareru
Ｅ48473 株式会社タイトー
Ｅ48486 株式会社ステップアップ
Ｅ48482 株式会社ＮＤＩ
Ｅ48484 石井 義昭
Ｅ48462 遠藤 光洋
Ｅ48478 森 靖夫
Ｅ48499 株式会社内山建創
Ｅ48502 和久利拓朗
Ｅ48508 仮屋 孔平
Ｅ48500 株式会社ファミリーズ
Ｅ48506 有限会社牧山商事
Ｅ48512 靍田 雅治
Ｅ48495 有限会社猫の手工房
Ｅ48501 株式会社ＧＲＩＴ
Ｅ48504 株式会社inCUBE
Ｅ48507 山本 拓哉
Ｅ48505 株式会社末廣
Ｅ48497 松野 髙陸
Ｅ48498 株式会社ケアフル
Ｅ48520 イシオカシャイン株式会社
Ｅ48511 株式会社芝原装飾
Ｅ48514 有限会社大石内装
Ｅ48516 株式会社ケーズノア
Ｅ48518 有限会社スターライト
Ｅ48496 株式会社サイテック

Ｅ48515 株式会社アートインテリア
Ｅ48510 株式会社アポイ装飾
Ｅ48513 三村 義廣
Ｅ48509 株式会社あざーすたいる
Ｅ48529 株式会社オルト
Ｅ48519 石倉 隆一
Ｅ48523 矢澤 英之
Ｅ48521 株式会社ＭＧＳ
Ｅ48503 三宅 景支
Ｅ48532 大西 昭好
Ｅ48524 株式会社ネオライフ
Ｅ48522 株式会社サントウ建設
Ｅ48525 株式会社アートスペース
Ｅ48531 有限会社正和製作
Ｅ48541 石井 一由
Ｅ48533 株式会社さわやか
Ｅ48538 株式会社彩
Ｅ48539 水戸部 智
Ｅ48545 ちびぷろ株式会社
Ｅ48536 鳴澤 明男
Ｅ48535 株式会社パレス 仙台支店
Ｅ48547 株式会社ギア・ワークス
Ｅ48548 梅野 逸人
Ｅ48544 一般財団法人小原流 横浜制作

場
Ｅ48546 株式会社レスト 東京支店
Ｅ48534 株式会社ハシエダ内装
Ｅ48540 株式会社三映大阪
Ｅ48551 宗形 篤
Ｅ48528 株式会社カジノＤＥＣＯプロ
Ｅ48543 有限会社トータルプランナー大

雄
Ｅ48552 M. work合同会社
Ｅ48553 池谷 将基
Ｅ48537 有限会社大庭建工
Ｅ48550 熊谷 明人
Ｅ48555 株式会社金子ワークス
Ｅ48527 Plan Casa株式会社
Ｅ48530 阿部 学
Ｅ48562 吉村 栄二
Ｅ48549 鯉淵商事株式会社
Ｅ48554 小髙 篤史
Ｅ48556 株式会社トップワン
Ｅ48559 株式会社ＹＫＣＯＮＳＴＲＵ

ＣＴ
Ｅ48563 株式会社ＳＡＴＯＹＡ

〇 消 防 庁 告 示 第 十 三 号

消 防 法 施 行 規 則 （ 昭 和 三 十 六 年 自 治 省 令 第 六 号 ）

第 四 条 の 四 第 五 項 に 規 定 す る 登 録 表 示 者 と し て 次

の 者 を 登 録 し た の で 、 同 条 第 七 項 の 規 定 に 基 づ き 、

公 示 す る 。

令 和 八 年 八 月 二 十 五 日
消 防 庁 長 官 大 沢 博

〔 そ の 他 告 示 〕

〇 消 防 法 施 行 規 則 第 四 条 の 四 第 五 項 に

規 定 す る 防 炎 表 示 登 録 表 示 者 の 公 示

に 関 す る 件 （ 消 防 庁 一 三 ）

〇 保 安 林 の 指 定 を す る 件

（ 農 林 水 産 一 二 五 一 〜 一 二 六 六 ）

〇 保 安 林 の 指 定 を 解 除 す る 件

（ 同 一 二 六 七 〜 一 二 七 〇 ）

〇 海 上 に お け る 空 対 空 射 撃 訓 練 を 実 施

す る 件 （ 防 衛 二 一 一 〜 二 一 五 ）

〇 海 上 に お け る 空 対 空 射 撃 訓 練 及 び 試

験 並 び に 水 上 標 的 に 対 す る 射 爆 撃 訓

練 及 び 試 験 を 実 施 す る 件 （ 同 二 一 六 ）

〇 海 上 に お け る 空 対 空 射 撃 訓 練 及 び 水

上 標 的 に 対 す る 射 爆 撃 訓 練 を 実 施 す

る 件 （ 同 二 一 七 ）

〇 海 上 に お け る 水 上 標 的 に 対 す る 射 爆

撃 訓 練 を 実 施 す る 件 （ 同 二 一 八 ）

〇 道 路 に 関 す る 件

（ 近 畿 地 方 整 備 局 一 〇 八 、 一 〇 九 ）

〇 都 市 計 画 に 関 す る 件

（ 沖 縄 総 合 事 務 局 二 〇 〜 二 二 ）

〔 人 事 異 動 〕

内 閣 東 京 都 福 岡 県 札 幌 市 横 浜

市

〔 皇 室 事 項 〕

〔 官 庁 報 告 〕

除 籍 の 一 部 が 滅 失 し た 件

（ 法 務 省 告 示 配 一 二 五 ）

〔 地 方 自 治 事 項 〕

〔 公 告 〕

諸 事 項

官 庁
財 団 関 係

裁 判 所
相 続 、 公 示 催 告 、 失 踪 、 除 権 決 定 、

破 産 、 免 責 、 特 別 清 算 、 再 生 、 所 有

者 不 明 関 係

会 社 そ の 他





令和年月日 火曜日 第号官 報
Ｅ



48558

Y
eeL 株

式
会
社

Ｅ



48564

株
式
会
社
ク
ロ
ス
テ
ッ
ク

Ｅ

㉔

48517

岩
田
浩
一

Ｅ



48526

原
祐
介

Ｅ



48557

㓛
刀
泰
弘

Ｅ



48560

株
式
会
社
ア
ー
ク

Ｅ



48568

株
式
会
社
商
環

Ｅ



48561

株
式
会
社
リ
バ
ー
ス

Ｅ



48570

株
式
会
社
リ
フ
ァ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス

Ｆ



1783

A
n
ix
ter
Ja
p
a
n 株
式
会
社

Ｆ



1786

株
式
会
社
東
和

Ｆ



1792

米
来
合
同
会
社

Ｆ



1793

株
式
会
社
シ
ョ
ー
ケ
ン

Ｆ



1790

株
式
会
社
キ
ー
テ
ッ
ク

Ｆ



1789

株
式
会
社
リ
ト
ル
プ
リ
ン
セ
ス

Ｆ



1794

ヨ
ー
ラ
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

Ｆ



1798

シ
ン
コ
ー
株
式
会
社

Ｆ
Ｅ



1781

株
式
会
社
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

Ｆ
Ｅ



1785

株
式
会
社
Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ｖ
Ｅ
Ｒ

Ｂ
Ａ
Ｃ

Ｋ
Ｆ
Ｅ



1787

ア
ン
ト
ワ
ー
ク
合
同
会
社

Ｆ
Ｅ



1788

ワ
ヨ
ー
株
式
会
社

Ｆ
Ｅ



1791

株
式
会
社
ア
ベ
イ
チ

Ｆ
Ｅ



1795

ハ
ン
ワ
ホ
ー
ム
ズ
株
式
会
社

Ｆ
Ｅ



1796

岩
谷
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社
福
岡

営
業
所

Ｆ
Ｅ



1797

匠
星
株
式
会
社

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
五
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
芳
賀
郡
茂
木
町
大
字

鮎
田
字
舟
木
一
八
〇
八
の
一

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
栃

木
県
庁
及
び
茂
木
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
五
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

京
都
府
船
井
郡
京
丹
波
町
塩

谷
奥
山
一
か
ら
八
ま
で
、
三
の
乙
、
九
の
一
、九
の
二
、

三
一
、
三
二
、
三
四
、
三
五
の
一
か
ら
三
五
の
二
八
ま

で
、
三
六
、
三
七
の
一
、
三
七
の
二
、
三
八

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。奥

山
二
・
三
四
・
三
五
の
六
・
三
五
の
一
七
か

ら
三
五
の
一
九
ま
で
・
三
五
の
二
七
・
三
六
（
以

上
八
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
京
都
府
庁
及
び
京
丹
波
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
五
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
井
県
南
条
郡
南
越
前
町
河

野
六
四
字
八
幡
後
山
五
の
一
、
五
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

井
県
庁
及
び
南
越
前
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
五
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

佐
賀
県
唐
津
市
七
山
池
原
字

高
野
甲
六
三
六
の
一
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

高
野
甲
六
三
六
の
一
三
（
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
佐
賀
県
庁
及
び
唐
津
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
五
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
井
県
南
条
郡
南
越
前
町
合

波
四
九
字
口
無
谷
一
の
一
、
一
の
二
、
二
の
一
、
二
の

二
、
三
の
一
、
三
の
二
、
四
か
ら
一
一
ま
で
、
一
二
の

一
、
一
三
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。四

九
字
口
無
谷
一
の
一
、
一
の
二
、
一
二
の
一

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

井
県
庁
及
び
南
越
前
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
五
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
井
県
鯖
江
市
石
生
谷
町
四

三
字
上
間
谷
一
、
二
の
一
か
ら
二
の
三
ま
で
、
三
の
一

か
ら
三
の
三
ま
で
、
四
の
一
か
ら
四
の
七
ま
で
、
五
の

一
か
ら
五
の
六
ま
で
、
六
の
一
か
ら
六
の
一
五
ま
で

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。四

三
字
上
間
谷
四
の
三
か
ら
四
の
五
ま
で
、
五

の
一
か
ら
五
の
四
ま
で

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

井
県
庁
及
び
鯖
江
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）





令和年月日 火曜日 第号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
五
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

大
分
県
佐
伯
市
蒲
江
大
字

野
々
河
内
浦
字
タ
ル
ハ
ン
九
七
五
の
一
・
九
七
五
の
二

（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、

字
赤
下
シ
一
一
〇
二
の
一
一
、
一
一
〇
二
の
二
六

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
庁
及
び
佐
伯
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
五
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

大
分
県
由
布
市
湯
布
院
町
中

川
字
烏
帽
子
岳
一
九
五
一
の
一
、
一
九
五
四
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

烏
帽
子
岳
一
九
五
一
の
一
（
次
の
図
に
示
す

部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
庁
及
び
由
布
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
五
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

茨
城
県
常
陸
太
田
市
里
川
町

字
高

保
上
五
二
二
の
一
、
五
二
二
の
五

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
茨

城
県
庁
及
び
常
陸
太
田
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供

す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
六
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

兵
庫
県
宍
粟
市
山
崎
町
五
十

波
字
坂
手
一
〇
六
四
の
八
、
一
〇
六
四
の
一
〇
か
ら
一

〇
六
四
の
一
三
ま
で
、
一
〇
六
四
の
三
一

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

坂
手
一
〇
六
四
の
八
・
一
〇
六
四
の
一
三

（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）、
一
〇
六
四
の
一
〇
、
一
〇
六
四
の
一
一
、

一
〇
六
四
の
三
一

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
兵
庫
県
庁
及
び
宍
粟
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
六
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

兵
庫
県
加
西
市
下
万
願
寺
町

字
荒
倉
三
二
の
七
、
三
二
の
八
、
三
二
の
一
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

荒
倉
三
二
の
七
・
三
二
の
八
・
三
二
の
一
三

（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
兵
庫
県
庁
及
び
加
西
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
六
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

山
形
県
鶴
岡
市
大
針
字
小
俣

一
の
一
、
一
の
二
二
か
ら
一
の
二
八
ま
で
、
字
松
ケ
沢

七
の
一
、
九
の
一
か
ら
九
の
四
ま
で
、
九
の
八

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山

形
県
庁
及
び
鶴
岡
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
六
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

山
形
県
南
陽
市
宮
内
字
水
林

四
四
〇
二
の
二
六

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山

形
県
庁
及
び
南
陽
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）





令和年月日 火曜日 第号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
六
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

東
京
都
西
多
摩
郡
檜
原
村
字

下
元
郷
五
二
二
九
の
イ
、
五
二
二
九
の
ハ
、
五
二
二
九

の
ニ

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
東

京
都
庁
及
び
檜
原
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
六
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

北
海
道
夕
張
郡
由
仁
町
川
端

一
七
二
三
地
先
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
北
海
道
庁
及
び
由
仁
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
六
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

北
海
道
古
宇
郡
泊
村
大
字
興

志
内
村
三
六
の
三
地
先
・
三
八
の
一
地
先
（
以
上
二
筆

地
先
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
北
海
道
庁
及
び
泊
村
役
場
に
備

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
六
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
岡
県
飯
塚
市

山
口
字
竹
ノ
尾
一
〇
八
七
の
四
・
字
道
官
一
五
〇
六
の

二
三
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
福
岡
県
庁
及

び
飯
塚
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
六
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
島
県
相
馬
郡

飯
舘
村
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
福
島
県
庁
及

び
飯
舘
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
六
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

富
山
県
南
砺
市

下
出
字
障
子
二
一
の
二
・
二
一
の
三
（
以
上
二
筆
に
つ

い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
富
山
県
庁
及

び
南
砺
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
十
一
号

海
上
に
お
け
る
空
対
空
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施

す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

期

間

令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
、
〇
八
〇
〇
か
ら
一
七
〇
〇
ま
で
。

た
だ
し
、
日
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）

に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。

区

域

日
高
沖
海
面
の
次
の

か
ら

ま
で
の
六
点
を

順
次
結
ん
だ
線
並
び
に

及
び

の
二
点
を
結

ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に
そ
の
上

空
で
海
面
か
ら
高
度
九
、
一
四
四
メ
ー
ト
ル
ま

で
の
間北

緯
四
一
度
四
三
分
〇
九
秒

東
経
一
四
二
度
五
九
分
四
六
秒

北
緯
四
一
度
二
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
五
九
分
四
六
秒

北
緯
四
一
度
二
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
〇
七
分
四
七
秒

北
緯
四
一
度
四
五
分
三
九
秒

東
経
一
四
二
度
〇
五
分
一
七
秒

北
緯
四
一
度
二
七
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
四
二
分
四
六
秒

北
緯
四
一
度
四
四
分
〇
九
秒

東
経
一
四
二
度
五
七
分
四
六
秒

実
施
機

航
空
機

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
十
二
号

海
上
に
お
け
る
空
対
空
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施

す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

期

間

令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
、
〇
八
〇
〇
か
ら
一
七
〇
〇
ま
で
。

た
だ
し
、
日
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）

に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。

区

域

日
高
沖
南
方
海
面
の
次
の

か
ら

ま
で
の
八

点
を
順
次
結
ん
だ
線
並
び
に

及
び

の
二
点

を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に
そ

の
上
空
で
海
面
か
ら
高
度
無
制
限
ま
で
の
間

北
緯
四
一
度
三
八
分
一
四
秒

東
経
一
四
二
度
五
九
分
四
六
秒

北
緯
四
一
度
四
〇
分
四
五
秒

東
経
一
四
三
度
二
六
分
二
六
秒

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
七
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

富
山
県
南
砺
市

下
出
字
障
子
二
一
の
二
・
六
二
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
富
山
県
庁
及

び
南
砺
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）





令和年月日 火曜日 第号官 報

北
緯
四
一
度
三
三
分
一
〇
秒

東
経
一
四
三
度
二
九
分
四
六
秒

北
緯
四
一
度
一
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
三
度
一
九
分
四
六
秒

北
緯
四
一
度
一
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
五
九
分
四
六
秒

北
緯
四
一
度
一
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
〇
九
分
四
七
秒

北
緯
四
一
度
二
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
〇
七
分
四
七
秒

北
緯
四
一
度
二
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
五
九
分
四
六
秒

実
施
機

航
空
機

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
十
三
号

海
上
に
お
け
る
空
対
空
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施

す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

期

間

令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
、
〇
七
〇
〇
か
ら
一
八
〇
〇
ま
で
。

た
だ
し
、
日
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）

に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。

区

域

三
沢
沖
海
面
の
次
の

か
ら

ま
で
の
六
点
を

順
次
結
ん
だ
線
並
び
に

及
び

の
二
点
を
結

ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に
そ
の
上

空
で
海
面
か
ら
高
度
一
〇
、
六
六
八
メ
ー
ト
ル

ま
で
の
間

北
緯
四
一
度
一
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
三
度
一
九
分
四
六
秒

北
緯
四
〇
度
五
三
分
一
〇
秒

東
経
一
四
三
度
一
三
分
四
六
秒

北
緯
四
〇
度
四
四
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
五
九
分
四
六
秒

北
緯
四
〇
度
五
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
五
九
分
四
六
秒

北
緯
四
〇
度
五
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
一
〇
分
四
七
秒

北
緯
四
一
度
一
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
〇
九
分
四
七
秒

実
施
機

航
空
機

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
十
四
号

海
上
に
お
け
る
空
対
空
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施

す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

期

間

令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
、
〇
七
〇
〇
か
ら
一
九
〇
〇
ま
で
。

た
だ
し
、
日
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）

に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。

区

域

佐
渡
沖
海
面
の
次
の

か
ら

ま
で
の
五
点
を

順
次
結
ん
だ
線
並
び
に

及
び

の
二
点
を
結

ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に
そ
の
上

空
で
海
面
か
ら
高
度
一
〇
、
六
六
八
メ
ー
ト
ル

ま
で
の
間

北
緯
四
〇
度
〇
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
三
八
度
二
二
分
五
二
秒

北
緯
四
〇
度
〇
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
三
八
度
五
九
分
四
八
秒

北
緯
三
九
度
二
〇
分
二
七
秒

東
経
一
三
八
度
五
九
分
四
八
秒

北
緯
三
八
度
四
八
分
〇
一
秒

東
経
一
三
八
度
三
九
分
〇
四
秒

北
緯
三
九
度
一
四
分
五
八
秒

東
経
一
三
八
度
〇
五
分
三
七
秒

実
施
機

航
空
機

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
十
五
号

海
上
に
お
け
る
空
対
空
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施

す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

期

間

令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
、
〇
七
〇
〇
か
ら
一
七
〇
〇
ま
で
。

た
だ
し
、
日
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）

に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。

区

域

響
灘
沖
海
面
の
次
の

か
ら

ま
で
の
六
点
を

順
次
結
ん
だ
線
並
び
に

及
び

の
二
点
を
結

ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に
そ
の
上

空
で
海
面
か
ら
高
度
一
〇
、
六
六
八
メ
ー
ト
ル

ま
で
の
間

北
緯
三
五
度
〇
〇
分
一
一
秒

東
経
一
三
〇
度
〇
一
分
五
二
秒

北
緯
三
四
度
四
六
分
一
一
秒

東
経
一
三
〇
度
三
一
分
五
一
秒

北
緯
三
四
度
一
七
分
一
二
秒

東
経
一
三
〇
度
一
二
分
五
二
秒

北
緯
三
四
度
二
五
分
一
一
秒

東
経
一
二
九
度
五
五
分
五
二
秒

北
緯
三
四
度
三
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
二
九
度
五
一
分
四
六
秒

北
緯
三
四
度
三
五
分
四
一
秒

東
経
一
二
九
度
四
五
分
五
二
秒

実
施
機

航
空
機

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
十
六
号

海
上
に
お
け
る
空
対
空
射
撃
訓
練
及
び
試
験
並
び
に
水

上
標
的
に
対
す
る
射
爆
撃
訓
練
及
び
試
験
を
次
の
と
お
り

実
施
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

期

間

令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
、
〇
七
〇
〇
か
ら
一
九
〇
〇
ま
で
。

区

域

若
狭
湾
北
方
海
面
の
次
の

か
ら

ま
で
の
五

点
を
順
次
結
ん
だ
線
並
び
に

及
び

の
二
点

を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に
そ

の
上
空
で
海
面
か
ら
高
度
二
四
、
三
八
四
メ
ー

ト
ル
ま
で
の
間

北
緯
三
九
度
二
七
分
一
〇
秒

東
経
一
三
六
度
〇
九
分
四
九
秒

北
緯
三
七
度
一
四
分
一
一
秒

東
経
一
三
六
度
〇
九
分
四
九
秒

北
緯
三
六
度
三
三
分
一
一
秒

東
経
一
三
四
度
四
四
分
五
〇
秒

北
緯
三
七
度
四
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
三
三
度
二
四
分
五
〇
秒

北
緯
三
八
度
三
三
分
一
〇
秒

東
経
一
三
四
度
〇
一
分
五
〇
秒

実
施
機

航
空
機

そ
の
他

一

射
爆
撃
訓
練
等
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機

が
存
在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
爆
撃
海
面

に
船
舶
等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な

が
ら
実
施
す
る
。

二

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
十
七
号

海
上
に
お
け
る
空
対
空
射
撃
訓
練
及
び
水
上
標
的
に
対

す
る
射
爆
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

期

間

令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
、
〇
七
〇
〇
か
ら
一
七
〇
〇
ま
で
。

た
だ
し
、
日
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）

に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。

区

域

百
里
沖
海
面
の
次
の

か
ら

ま
で
の
五
点
を

順
次
結
ん
だ
線
並
び
に

及
び

の
二
点
を
結

ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に
そ
の
上

空
で
海
面
か
ら
高
度
一
二
、
一
九
二
メ
ー
ト
ル

ま
で
の
間

北
緯
三
六
度
〇
五
分
〇
〇
秒

東
経
一
四
一
度
二
〇
分
四
八
秒

北
緯
三
六
度
三
八
分
三
六
秒

東
経
一
四
一
度
二
〇
分
四
八
秒

北
緯
三
六
度
四
〇
分
四
三
秒

東
経
一
四
二
度
一
〇
分
四
六
秒

北
緯
三
六
度
〇
九
分
五
九
秒

東
経
一
四
一
度
五
九
分
五
二
秒

北
緯
三
六
度
〇
五
分
〇
〇
秒

東
経
一
四
一
度
四
六
分
〇
四
秒

実
施
機

航
空
機

そ
の
他

一

射
爆
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が

存
在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
爆
撃
海
面
に

船
舶
等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が

ら
実
施
す
る
。

二

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。





令和年月日 火曜日 第号官 報
〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
十
八
号

海
上
に
お
け
る
水
上
標
的
に
対
す
る
射
爆
撃
訓
練
を
次

の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

期

間

令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
、
〇
七
〇
〇
か
ら
一
八
〇
〇
ま
で
。

た
だ
し
、
日
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）

に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。

区

域

三
沢
沖
海
面
の
次
の

か
ら

ま
で
の
五
点
を

順
次
結
ん
だ
線
並
び
に

及
び

の
二
点
を
結

ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に
そ
の
上

空
で
海
面
か
ら
高
度
一
〇
、
六
六
八
メ
ー
ト
ル

ま
で
の
間

北
緯
四
〇
度
五
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
一
〇
分
四
七
秒

北
緯
四
〇
度
五
〇
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
五
九
分
四
六
秒

北
緯
四
〇
度
四
四
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
五
九
分
四
六
秒

北
緯
四
〇
度
二
四
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
三
二
分
四
七
秒

北
緯
四
〇
度
二
四
分
一
〇
秒

東
経
一
四
二
度
一
三
分
四
七
秒

実
施
機

航
空
機

そ
の
他

一

射
爆
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が

存
在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
爆
撃
海
面
に

船
舶
等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が

ら
実
施
す
る
。

二

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
百
八
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

小
林
賢
太
郎

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

四
十
二
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

有
田
市

堂
字
中
筋
四
六
八
番
一
か
ら
同
市

堂
字
中
筋
四

七
四
番
ま
で

前後

一
〇
・
九
〇
〜
一
一
・
四
五

一
一
・
五
〇
〜
一
五
・
〇
二

〇
・
一
八
五

〇
・
一
八
五

図
面
縦
覧
場
所

近
畿
地
方
整
備
局
及
び
同
局
和
歌
山
河
川
国
道
事
務
所

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
百
九
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

小
林
賢
太
郎

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

四
十
二
号

有
田
市

堂
字
中
筋
四
六
八
番
一
か
ら
同
市

堂
字
中
筋
四
七
四

番
ま
で

近
畿
地
方
整
備
局
及
び
同
局
和

歌
山
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

〇
沖
縄
総
合
事
務
局
告
示
第
二
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

沖
縄
総
合
事
務
局
長

小
八
木
大
成

一

施
行
者
の
名
称

沖
縄
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

昭
和
六
十
二
年
建
設
省
告
示
第
千
八
百
十
六
号
那
覇
広
域
都
市
計
画
公
園
事

業
五
・
五
・
那
五
号
首
里
城
公
園

三

事
業
施
行
期
間

自
昭
和
六
十
二
年
十
月
二
十
三
日
至
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

昭
和
六
十
二
年
建
設
省
告
示
第
千
八
百
十
六
号
、
平
成
六
年
建
設
省
告
示
第
八
百
五
十
一
号
、
平
成

七
年
建
設
省
告
示
第
千
八
百
八
十
九
号
、
平
成
十
年
建
設
省
告
示
第
四
百
四
十
三
号
、
平
成
十
二
年
建
設
省
告
示

第
三
百
八
十
九
号
、
平
成
十
四
年
沖
縄
総
合
事
務
局
告
示
第
一
号
、
平
成
十
八
年
沖
縄
総
合
事
務
局
告
示
第
十
四

号
、
平
成
二
十
年
沖
縄
総
合
事
務
局
告
示
第
二
十
一
号
、
平
成
二
十
二
年
沖
縄
総
合
事
務
局
告
示
第
十
九
号
、
平

成
二
十
四
年
沖
縄
総
合
事
務
局
告
示
第
三
十
一
号
、
平
成
二
十
九
年
沖
縄
総
合
事
務
局
告
示
第
十
六
号
、
令
和
四

年
沖
縄
総
合
事
務
局
告
示
第
三
号
及
び
令
和
七
年
沖
縄
総
合
事
務
局
告
示
第
六
号
の
事
業
地
の
う
ち
那
覇
市
首
里

大
中
町
一
丁
目
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す
る
。

使
用
の
部
分

変
更
な
し

〇
沖
縄
総
合
事
務
局
告
示
第
二
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

沖
縄
総
合
事
務
局
長

小
八
木
大
成

一

施
行
者
の
名
称

沖
縄
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

昭
和
四
十
八
年
建
設
省
告
示
第
千
九
百
六
十
一
号
那
覇
広
域
都
市
計
画
下
水

道
事
業
中
部
第
一
流
域
下
水
道

三

事
業
施
行
期
間

自
昭
和
四
十
八
年
九
月
十
九
日
至
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

昭
和
四
十
八
年
建
設
省
告
示
第
千
九
百
六
十
一
号
、昭
和
五
十
二
年
建
設
省
告
示
第
千
百
四
十
三
号
、

昭
和
五
十
五
年
建
設
省
告
示
第
百
七
十
二
号
、
昭
和
六
十
年
建
設
省
告
示
第
七
百
十
一
号
、
昭
和
六
十
三
年
建
設

省
告
示
第
六
百
五
十
三
号
、
平
成
五
年
建
設
省
告
示
第
千
二
百
五
号
、
平
成
八
年
建
設
省
告
示
第
四
百
五
十
号
、

平
成
十
一
年
建
設
省
告
示
第
千
二
百
号
、
令
和
元
年
沖
縄
総
合
事
務
局
告
示
第
五
号
及
び
令
和
四
年
沖
縄
総
合
事

務
局
告
示
第
二
十
九
号
の
事
業
地
の
う
ち
沖
縄
県
浦
添
市
勢
理
客
四
丁
目
、
沖
縄
県
那
覇
市
曙
二
丁
目
、
沖
縄
県

那
覇
市
曙
三
丁
目
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す
る
。

〇
沖
縄
総
合
事
務
局
告
示
第
二
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

沖
縄
総
合
事
務
局
長

小
八
木
大
成

一

施
行
者
の
名
称

沖
縄
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

昭
和
四
十
八
年
建
設
省
告
示
第
千
七
十
三
号
那
覇
広
域
都
市
計
画
及
び
中
部

広
域
都
市
計
画
下
水
道
事
業
中
部
第
二
流
域
下
水
道

三

事
業
施
行
期
間

自
昭
和
四
十
八
年
五
月
十
七
日
至
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

変
更
な
し





人 事 異 動

皇 室 事 項

官 庁 報 告

地 方 自 治 事 項

公 告

令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

内 閣

〇 防 衛 大 臣 臨 時 代 理 解 職

国 務 大 臣 あ か ま 二 郎

（ 赤 間 二 郎 ）

防 衛 大 臣 小 泉 進 次 郎 帰 朝 に つ き 内 閣 法 第 十 条 の 規

定 に よ る 臨 時 に 防 衛 大 臣 の 職 務 を 行 う 国 務 大 臣 と

し て の 指 定 を 解 く （ 八 月 二 十 一 日 ）

福 岡 県

新 旧

辞 職 （ 総 務 部 長 ） 東 宣 行

（ 七 月 二 十 七 日 ）

総 務 部 長 （ 総 務 事 務 官 ） 稲 垣 英 明

（ 七 月 二 十 八 日 ）

〇 収 用 委 員 会 委 員 任 命

五 十 川 直 行 委 員 及 び 南 絵 美 委 員 は 、 七 月 三 十 一

日 任 期 満 了 し 、 八 月 一 日 次 の 者 が 任 命 さ れ た 。

収 用 委 員 会 委 員 渡 佳 代

同 大 脇 成 昭

〇 収 用 委 員 会 委 員 再 任

東 能 利 生 委 員 及 び 奥 田 貫 介 委 員 は 、 八 月 一 日 再

任 さ れ た 。

札 幌 市

新 旧

辞 職 （ 財 政 局 長 ） 笠 松 拓 史

（ 七 月 二 十 六 日 ）

財 政 局 長 （ 内 閣 官 房 内 閣 参

事 官 （ 内 閣 官 房

副 長 官 補 付 ） ）

岩 崎 林 太 郎

（ 七 月 二 十 七 日 ）

横 浜 市

〇 選 挙 管 理 委 員 会 委 員 補 充

吉 原 訓 委 員 及 び 藤 代 耕 一 委 員 は 、 七 月 三 十 日 辞

職 し 、 同 月 三 十 一 日 次 の 者 が 補 充 さ れ た 。

選 挙 管 理 委 員 会 委 員 川 口 正 壽

同 田 中 忠 昭

御 祝 電
天 皇 陛 下 は 、 ウ ク ラ イ ナ の 独 立 記 念 日 に つ き 、

八 月 二 十 一 日 同 国 大 統 領 閣 下 へ 御 祝 電 を 発 せ ら れ

た 。

長 野 県

選 挙
八 月 九 日 知 事 の 選 挙 を 行 っ た 結 果 、 次 の 者 が 当

選 し た 。

阿 部 守 一 （ 無 所 属 ）（ 男 ）

諸 事 項

工 場 財 団
東京都千代田区丸の内一丁目７番12号福島ガス
発電株式会社の工場財団に福島県相馬郡新地町駒
ケ嶺字今神161番地３福島天然ガス発電所の機械
器具等を追加する変更登記申請に係る動産につき
権利を有する者、差押、仮差押又は仮処分債権者
は、本日から32日以内に権利を申し出て下さい。
令和８年８月 25 日

福島地方法務局相馬支局
相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告

東 京 都

新 旧

辞 職 （ 副 知 事 ） 栗 岡 祥 一

同 （ 同 ） 松 本 明 子

（ 以 上 七 月 五 日 ）

副 知 事 （ 総 務 局 長 ） 佐 藤 智 秀

同 （ 政 策 企 画 局 長 ） 佐 藤 章

水 道 局 長 （ 監 査 事 務 局 長 ） 安 部 典 子

政 策 企 画 局 長 （ 保 健 医 療 局 長 ） 山 田 忠 輝

総 務 局 長 （ 水 道 局 長 ） 山 口 真

福 祉 局 長 職 員 等 奈 良 部 瑞 枝

保 健 医 療 局 長 （ 福 祉 局 長 ） 髙 﨑 秀 之

（ 以 上 七 月 六 日 ）





令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報





令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

失踪に関する届出の催告

失 踪 宣 告

公 示 催 告





令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

除 権 決 定

破産手続開始

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報 破産手続廃止

破産手続廃止及び免責許可決定






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

破産手続終結

破産手続終結及び免責許可決定

書面による計算報告破産債権の届出期間及び一般
調査期日






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

特別清算協定認可

令和８年（ヒ）第１号
鹿児島県伊佐市大口原田９４０番地１
清算株式会社 山口畜産株式会社
代表清算人 山 口 幹 夫
１ 決定年月日 令和８年８月６日
２ 主文 次の協定を認可する。

協 定
第１ 通則
１ 利息・遅延損害金の免除
清算株式会社は、協定債権のうち利息債権
及び遅延損害金については、本協定認可決定
確定時に協定債権者から全額免除を受ける。
２ 弁済の場所及び端数の処理
（１） 本協定に基づく弁済は、協定債権者の

指定する金融機関口座に振り込む方法に
より実施する。ただし、振込手数料は清
算株式会社の負担とする。

（２） 割合弁済の結果生じる１円未満の端数
は切捨てる。

第２ 担保権付債権並びに一般債権及び劣後債権
１ 定義
一般債権
一般債権とは、協定債権のうち利息債権
及び遅延損害金請求権に該当しないものを
いう。

令和８年（ヒ）第２号
鹿児島県伊佐市大口下殿１０２３番地
清算株式会社 株式会社山幸イーティーセン

ター
代表清算人 山 口 幸 博
１ 決定年月日 令和８年８月６日
２ 主文 次の協定を認可する。

協 定
第１ 通則
１ 利息・遅延損害金の免除
清算株式会社は、協定債権のうち利息債権
及び遅延損害金については、本協定認可決定
確定時に協定債権者から全額免除を受ける。
２ 弁済の場所及び端数の処理
（１） 本協定に基づく弁済は、協定債権者の

指定する金融機関口座に振り込む方法に
より実施する。ただし、振込手数料は清
算株式会社の負担とする。

（２） 割合弁済の結果生じる１円未満の端数
は切捨てる。

第２ 担保権付債権並びに一般債権及び劣後債権
１ 定義
一般債権
一般債権とは、協定債権のうち利息債権
及び遅延損害金請求権に該当しないものを
いう。

２ 弁済及び免除
（１） 弁済原資

清算株式会社の保有現預金から清算結
了までに発生し又は発生することが見込
まれる一般の先取特権その他一般の優先
権がある債権、特別清算の手続のために
清算株式会社に対して生じた債権及び特
別清算の手続に関する清算株式会社に対
する費用請求権の合計額を控除した残額
を弁済原資とする。

（２） 弁済
清算株式会社は、一般債権者に対し、
本協定の認可の決定が確定した日から
１ヶ月以内に、弁済原資より、別紙１記
載の清算株式会社の各一般債権の債権額
に応じて按分して弁済する。

（３） 免除
一般債権者は、本項第（２）に基づく
弁済を受けたときは、清算株式会社に対
し、各一般債権の総額から各弁済額を控
除した残額につき、当該弁済時にその債
務を免除する。

（４） 新たな財産が発見された場合の追加弁
済
ア 本項第（２）の弁済の後、清算株式
会社に新たな財産が発見されたとき
は、清算株式会社は、これを速やかに
換価し、一般債権者に対し、換価代金
から必要な費用を控除してなお残額が
存する場合は、当該残額を清算株式会
社の各一般債権の債権額に応じて按分
して弁済する。
イ アによる弁済を行った場合は、本項
第（３）に基づく免除は、当該追加弁
済額を限度として本項第（２）に基づ
く弁済時に遡って効力を失う。

（別紙１省略）
鹿児島地方裁判所加治木支部

再生計画認可

２ 弁済及び免除
（１） 弁済原資

清算株式会社の保有現預金から清算結
了までに発生し又は発生することが見込
まれる一般の先取特権その他一般の優先
権がある債権、特別清算の手続のために
清算株式会社に対して生じた債権及び特
別清算の手続に関する清算株式会社に対
する費用請求権の合計額を控除した残額
を弁済原資とする。

（２） 弁済
清算株式会社は、一般債権者に対し、
本協定の認可の決定が確定した日から
１ヶ月以内に、弁済原資より、別紙１記
載の清算株式会社の各一般債権の債権額
に応じて按分して弁済する。

（３） 免除
一般債権者は、本項第（２）に基づく
弁済を受けたときは、清算株式会社に対
し、各一般債権の総額から各弁済額を控
除した残額につき、当該弁済時にその債
務を免除する。

（４） 新たな財産が発見された場合の追加弁
済
ア 本項第（２）の弁済の後、清算株式
会社に新たな財産が発見されたとき
は、清算株式会社は、これを速やかに
換価し、一般債権者に対し、換価代金
から必要な費用を控除してなお残額が
存する場合は、当該残額を清算株式会
社の各一般債権の債権額に応じて按分
して弁済する。
イ アによる弁済を行った場合は、本項
第（３）に基づく免除は、当該追加弁
済額を限度として本項第（２）に基づ
く弁済時に遡って効力を失う。

（別紙１省略）
鹿児島地方裁判所加治木支部

小規模個人再生による再生手
続開始





令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による書面決
議に付する決定






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告






令
和

年

月


日
火
曜
日

第




号

官
報

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告

所有者不明建物管理命令に関
する異議の催告

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 八 月 十 日

掲 載 頁 一 二 八 頁 （ 号 外 第 一 七 九 号 ）

（ 乙 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 八 月 十 日

掲 載 頁 一 三 二 頁 （ 号 外 第 一 七 九 号 ）

令 和 八 年 八 月 二 十 五 日

札 幌 市 中 央 区 南 二 条 西 八 丁 目 一 二 番 一 号

（ 甲 ） 日 本 霊 廟 株 式 会 社

代 表 取 締 役 新 道 い く み

東 京 都 文 京 区 白 山 五 丁 目 一 番 三 号 東 京 富 山

会 館 ビ ル デ ィ ン グ 五 階

（ 乙 ） 白 山 御 廟 販 売 株 式 会 社

代 表 取 締 役 新 道 い く み

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 八 月 十 三 日

掲 載 頁 五 十 七 頁 （ 号 外 第 一 八 一 号 ）

（ 乙 ） 計 算 書 類 の 公 告 義 務 は あ り ま せ ん 。

令 和 八 年 八 月 二 十 五 日

北 海 道 滝 川 市 流 通 団 地 一 丁 目 六 番 一 二 号

（ 甲 ） 株 式 会 社 マ ツ オ

代 表 取 締 役 松 尾 吉 洋

札 幌 市 北 区 北 二 十 四 条 西 三 丁 目 一 番 七 号

（ 乙 ） 有 限 会 社 山 下 館

取 締 役 松 尾 吉 洋

会 社 そ の 他 の 公 告






令和年月日 火曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
一
日

掲
載
頁

一
四
九
頁
（
号
外
第
一
六
一
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
一
日

掲
載
頁

一
三
九
頁
（
号
外
第
一
六
一
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

群
馬
県
高
崎
市
東
町
八
〇
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｏ

代
表
取
締
役

横
田

衛

群
馬
県
高
崎
市
東
町
八
〇
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ａ

代
表
取
締
役

横
田

衛

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
大
田
区
大
森
北
六

二
〇

四
Ｏ
ｈ
ｍ
ｏ

ｒ
ｉ
Ａ
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

（
甲
）
合
同
会
社
ち
よ
う

代
表
社
員

黒
沢

香
里

東
京
都
新
宿
区
北
新
宿
二

一
五

五
ト
レ
ン
ド

ハ
ウ
ス

（
乙
）
合
同
会
社
ロ
ー
タ
ス
ラ
ン
ド

代
表
社
員

黒
沢

香
里

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
一
日

掲
載
頁

一
八
一
頁
（
号
外
第
一
四
七
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
九
日

掲
載
頁

一
〇
五
頁
（
号
外
第
一
五
四
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
中
央
区
八
丁
堀
二
丁
目
九
番
一
号

（
甲
）
ウ
シ
オ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

渡
邉

剛
徳

東
京
都
中
央
区
八
丁
堀
二
丁
目
九
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
ジ
ー
ベ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役

石
川

隆
一

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
三
日

掲
載
頁

五
頁

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
六
日

掲
載
頁

七
十
六
頁
（
号
外
第
一
七
七
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
須
田
町
一
丁
目
九
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
グ

ル
ー
プ

代
表
取
締
役

春
名

秀
樹

東
京
都
千
代
田
区
神
田
須
田
町
一
丁
目
九
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
凜

代
表
取
締
役

春
名

秀
樹

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
、
丙
、
丁
及
び
戊
の
権

利
義
務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
、
丙
、
丁
及
び
戊
は

解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
・
乙
・
丙
・
丁
・
戊
）

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
十
四
日

掲
載
頁

八
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
港
区
芝
一
丁
目
五
番
一
二
号

（
甲
）
ソ
ラ
ー
レ
ホ
テ
ル
ズ
ア
ン
ド
リ
ゾ
ー
ツ

株
式
会
社

代
表
取
締
役

井
上

理

東
京
都
港
区
芝
一
丁
目
五
番
一
二
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｓ
Ｈ
Ｒ
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
イ
ン

代
表
取
締
役

井
上

理

東
京
都
港
区
芝
一
丁
目
五
番
一
二
号

（
丙
）
株
式
会
社
Ｓ
Ｈ
Ｒ
堀
川
五
条

代
表
取
締
役

井
上

理

東
京
都
港
区
芝
一
丁
目
五
番
一
二
号

（
丁
）
株
式
会
社
Ｓ
Ｈ
Ｒ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

井
上

理

東
京
都
港
区
芝
一
丁
目
五
番
一
二
号

（
戊
）
株
式
会
社
Ｓ
Ｈ
Ｒ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

代
表
取
締
役

井
上

理

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
七
日

掲
載
頁

六
十
五
頁
（
号
外
第
一
八
三
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
七
日

掲
載
頁

六
十
五
頁
（
号
外
第
一
八
三
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
江
東
区
新
木
場
二
丁
目
六
番
一
号

（
甲
）
木
村
物
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山
下

裕
二

東
京
都
江
東
区
新
木
場
二
丁
目
六
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
テ
ィ
ー
・
ピ
ー
・
シ
ー

代
表
取
締
役

山
下

裕
二

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務
全

部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
二
日

掲
載
頁

七
十
七
頁
（
号
外
第
一
六
二
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
三
日

掲
載
頁

二
一
一
頁
（
号
外
第
一
六
三
号
）

（
丙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
七
日

掲
載
頁

七
十
五
頁
（
号
外
第
一
六
七
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
二
丁
目
一
〇
番
一
七
号

（
甲
）
商
工
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

羽
根

正
人

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
二
丁
目
一
〇
番
一
七
号

（
乙
）
八
重
洲
商
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役

羽
根

正
人

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
二
丁
目
一
〇
番
一
七
号

（
丙
）
八
重
洲
興
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役

羽
根

正
人

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
株
主
総

会
の
承
認
決
議
は
、
甲
は
令
和
八
年
六
月
二
十
六
日
に
、

乙
は
令
和
八
年
五
月
二
十
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
二
十
二
日

掲
載
頁

六
十
五
頁
（
号
外
第
一
一
四
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

京
都
市
伏
見
区
下
鳥
羽
渡
瀬
町
一
〇
一
番
地

（
甲
）
京
都
機
械
工
具
株
式
会
社

代
表
取
締
役

伊
吹

和
彦

石
川
県
羽
咋
市
柳
田
町
七
〇
字
一
五
〇
番
地
一

（
乙
）
北
陸
ケ
ー
テ
ィ
シ
ー
ツ
ー
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
笹

雅
紀

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
株
主
総

会
の
承
認
決
議
は
、
甲
は
令
和
八
年
六
月
二
十
六
日
に
、

乙
は
令
和
八
年
五
月
二
十
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
五
日

掲
載
頁

一
五
三
頁
（
号
外
第
一
二
五
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

京
都
市
伏
見
区
下
鳥
羽
渡
瀬
町
一
〇
一
番
地

（
甲
）
京
都
機
械
工
具
株
式
会
社

代
表
取
締
役

伊
吹

和
彦

京
都
府
久
世
郡
久
御
山
町
佐
山
新
開
地
一
二
八
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
Ｈ
Ｉ

Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

代
表
取
締
役

川
田

実





令和年月日 火曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
を
効
力
発
生
日
に

次
の
と
お
り
、
合
併
を
行
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

一
、
乙
及
び
丙
は
合
併
し
、
乙
は
丙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
、
丙
は
解
散
い
た
し
ま
す
。

二
、
前
項
を
効
力
発
生
の
条
件
と
し
て
、
甲
は
乙
及
び
丁

を
合
併
し
、
甲
は
乙
及
び
丁
の
権
利
義
務
全
部
を
承
継

し
て
存
続
し
、
乙
及
び
丁
は
解
散
い
た
し
ま
す
。

各
合
併
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済

（
乙
）h

ttp
s://co

rp
o
ra
te.jp
.sh
a
rp
/k
o
u
k
o
k
u
/

（
丙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
二
日

掲
載
頁

七
十
三
頁
（
号
外
第
一
六
二
号
）

（
丁
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
八
日

掲
載
頁

七
十
四
頁
（
号
外
第
一
二
六
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

大
阪
市
中
央
区
久
太
郎
町
二
丁
目
一
番
二
五
号

（
甲
）
シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

河
村

哲
治

三
重
県
亀
山
市
白
木
町
幸
川
四
六
四
番

（
乙
）
シ
ャ
ー
プ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

川
合

勝
博

広
島
県
福
山
市
大
門
町
旭
一
番
地

（
丙
）
シ
ャ
ー
プ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
オ
ー
ト
モ
ー

テ
ィ
ブ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

名
倉

和
人

鳥
取
県
米
子
市
石
州
府
字
大
塚
ノ
弐
六
五
〇
番

（
丁
）
シ
ャ
ー
プ
米
子
株
式
会
社

代
表
取
締
役

谷
口

洋
二

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
四
月
一
日
で
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
三
十
日

掲
載
頁

一
五
一
頁
（
号
外
第
一
四
五
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

大
阪
市
中
央
区
久
太
郎
町
二
丁
目
一
番
二
五
号

（
甲
）
シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

河
村

哲
治

三
重
県
津
市
森
町
五
〇
〇
九
番
二
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
ひ
さ
い
工
業
団
地

（
乙
）
シ
ャ
ー
プ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
カ
ラ
ー
フ
ィ

ル
タ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

島
戸

幸
和

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
第
七
八
四
条
第
一
項

に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
合
併
を
決
定

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
は
乙
の
全
株
式
を
所
有
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
合
併
に
よ
る
甲
の
新
株
式
の
発
行
及

び
資
本
金
の
額
の
増
加
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
十
一
月
二
十
八
日

掲
載
頁

八
十
七
頁
（
号
外
第
二
六
二
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

大
阪
府
摂
津
市
千
里
丘
二
丁
目
四
番
二
六
号

（
甲
）
株
式
会
社
レ
オ
ク
ラ
ン

代
表
取
締
役

竹
内

興
次

愛
知
県
名
古
屋
市
名
東
区
上
社
四
丁
目
一
九
一
番
地

（
乙
）
フ
ァ
ス
キ
ア
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式

会
社

代
表
取
締
役
社
長

薫
田

昌
伸

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.k
a
n -so

.co
.jp
/co
m
p
a
n
y
/

p
u
b
lic -n

o
tice/

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
三
日

掲
載
頁

一
二
七
頁
（
号
外
第
一
三
七
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

大
阪
市
浪
速
区
湊
町
一
丁
目
四
番
三
八
号
近
鉄
新

難
波
ビ
ル
一
七
階

（
甲
）
株
式
会
社
カ
ン
ソ
ー

代
表
取
締
役

濵
本

康
弘

大
阪
府
池
田
市
城
南
二
丁
目
六
番
一
号

（
乙
）
京
阪
神
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社

代
表
取
締
役

土
田

勝

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://b
jc.jp
n
.co
m
/

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
二
月
三
日

掲
載
頁

四
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
南
四
丁
目
一
八
番
二
号
明

東
ビ
ル
四
Ｆ

（
甲
）
株
式
会
社
Ｂ
Ｊ
Ｃ

代
表
取
締
役

山
本

将
孝

佐
賀
市
木
原
三
丁
目
三
番
一
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
＆
Ｃ
ｏ
．

代
表
取
締
役

藤
木

貴
子

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
、乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
す
。

な
お
、
本
件
合
併
の
効
力
発
生
は
効
力
発
生
日
を
同
日

と
す
る
吸
収
分
割
（
乙
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
事
業
（
保

険
事
業
）
に
関
す
る
権
利
義
務
を
株
式
会
社
り
ゅ
う
せ
き

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
（
沖
縄
県
浦
添
市
勢
理
客
四
丁
目
二
〇

番
一
号
）
に
承
継
さ
せ
る
吸
収
分
割
）
の
効
力
が
生
じ
た

こ
と
を
停
止
条
件
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.ry
u
sek
i.co
.jp
/p
ro
file/

a
cco
u
n
ts.sh

tm
l

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.ry
u
sek
i.co
.jp
/k
o
u
k
o
k
u
/

ry
u
sek
i̲life̲su

p
p
o
rt.h
tm
l

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

沖
縄
県
浦
添
市
西
洲
二
丁
目
二
番
地
三

（
甲
）
株
式
会
社
り
ゅ
う
せ
き

代
表
取
締
役

根
路
銘
剛
宏

沖
縄
県
浦
添
市
西
洲
二
丁
目
二
番
地
三

（
乙
）
株
式
会
社
り
ゅ
う
せ
き
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

代
表
取
締
役

島
袋

博
文

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
事
業
に
関
す
る

権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

札
幌
市
中
央
区
南
十
条
西
二
十
一
丁
目
六
番
一
三
号

（
甲
）
株
式
会
社
渡
会
商
店

代
表
取
締
役

渡
会

大
輔

札
幌
市
中
央
区
南
十
条
西
二
十
一
丁
目
六
番
一
三
号

（
乙
）
有
限
会
社
渡
会
商
店

代
表
取
締
役

渡
会

勇

吸
収
分
割
公
告

当
社
は
、
吸
収
分
割
に
よ
り
合
同
会
社
バ
イ
オ
マ
ス
サ

プ
ラ
イ
（
住
所
岡
山
県
新
見
市
神
郷
下
神
代
五
〇
八
番
地

一
）
の
木
材
チ
ッ
プ
に
関
す
る
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権

利
義
務
を
承
継
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し

ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載

岩
手
日
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
十
七
日

掲
載
頁

十
七
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

岩
手
県
花
巻
市
西
宮
野
目
第
一
一
地
割
一
番
地

ニ
ュ
ー
デ
ジ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役

佐
野

浩
一





令和年月日 火曜日 第号官 報
吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
乙
は
甲
の
マ
テ
リ
ア
ル
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
が
営
む
す
べ
て
の
事
業

（
電
設
資
材
・
情
報
機
器
・
建
設
資
材
等
の
卸
売
及
び
施

工
・
保
守
事
業
等
）
に
関
す
る
権
利
義
務
を
、
丙
は
甲
の

イ
ン
フ
ラ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
が
営
む
す
べ

て
の
事
業
（
制
御
機
器
の
販
売
、総
合
建
築
施
工
、設
備
・

プ
ラ
ン
ト
及
び
総
合
営
繕
工
事
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
シ
ス
テ
ム
の
施
工
・
保
安
管
理
、
電
力
小
売
媒
介
事

業
等
）
に
関
す
る
権
利
義
務
を
そ
れ
ぞ
れ
承
継
し
、
甲
は

そ
れ
ら
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
乙
及
び

丙
の
取
締
役
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
五
月
十
五
日
に

終
了
し
て
お
り
ま
す
。

甲
か
ら
乙
及
び
丙
に
対
す
る
債
務
の
承
継
は
重
畳
的
債

務
引
受
け
の
方
法
に
よ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
会
社
分
割
に

異
議
の
あ
る
乙
及
び
丙
の
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
丙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

栃
木
県
宇
都
宮
市
平
出
工
業
団
地
四
一
番
地
三

（
甲
）
藤
井
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

藤
井

昌
一

栃
木
県
宇
都
宮
市
平
出
工
業
団
地
四
一
番
地
三

（
乙
）
藤
井
産
業
マ
テ
リ
ア
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

関

勝
利

栃
木
県
宇
都
宮
市
平
出
工
業
団
地
四
一
番
地
三

（
丙
）
藤
井
産
業
イ
ン
フ
ラ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

滝
田

敦

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
、
吸
収
分
割
し
て
乙
は
甲
の
不
動
産
賃
貸

事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
、
甲
は
そ
れ

を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま

す
。こ

の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
一
日

掲
載
頁

一
五
八
頁
（
号
外
第
一
六
一
号
）

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

群
馬
県
藤
岡
市
上
大
塚
一
三
七
六
番
地
一

（
甲
）
南
毛
運
送
株
式
会
社

代
表
取
締
役

松
本

茂
昌

群
馬
県
藤
岡
市
下
大
塚
八
六
九
番
地
一
〇

（
乙
）
株
式
会
社
南
毛

代
表
取
締
役

松
本

茂
昌

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
弁
理
士
補
助
事

業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
九
日

掲
載
頁

一
八
一
頁
（
号
外
第
一
四
三
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
目
黒
区
中
根
二
丁
目
一
九
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
プ
レ
シ
オ
フ
ィ
ー
ロ

代
表
取
締
役

速
水

進
治

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
七
丁
目
九
番
二
号

（
乙
）
株
式
会
社
プ
レ
シ
オ
パ
テ
ン
ト

代
表
取
締
役

速
水

進
治

吸
収
分
割
公
告

当
社
（
甲
）
は
、
吸
収
分
割
に
よ
り
小
田
島
商
事
株
式

会
社
（
乙
、
住
所
岩
手
県
花
巻
市
卸
町
六
六
番
地
）
の
小

動
物
部
門
（
Ｃ
Ａ
事
業
）
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
二
日

掲
載
頁

七
十
頁
（
号
外
第
一
六
二
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
四
日

掲
載
頁

八
十
四
頁
（
号
外
第
一
六
六
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

神
奈
川
県
厚
木
市
中
町
三
丁
目
一
一
番
一
八
号

森
久
保
Ｃ
Ａ
メ
デ
ィ
カ
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役

名
田

衣
香

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
乙
が
営
む
北
陸

電
力
送
配
電
株
式
会
社
か
ら
の
受
託
・
請
負
事
業
及
び
同

社
の
保
有
設
備
の
運
用
に
付
帯
す
る
事
業
、
並
び
に
受
変

電
設
備
及
び
関
連
す
る
設
備
の
高
度
又
は
大
型
の
点
検
・

工
事
に
係
る
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ

れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）h

ttp
s://h
ts.co

.jp

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

富
山
市
牛
島
町
一
三
番
一
五
号

（
甲
）
北
陸
電
力
送
配
電
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

川
崎

拓
哉

富
山
市
牛
島
町
一
三
番
一
五
号

（
乙
）
北
電
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

石
丸

哲
也

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
不
動
産
賃
貸
事

業
に
関
す
る
権
利
義
務
及
び
丙
の
ホ
テ
ル
経
営
事
業
に
関

す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
、
乙
及
び
丙
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
れ

ら
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
七
日

掲
載
頁

五
十
七
頁
（
号
外
第
一
八
三
号
）

（
丙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
八
日

掲
載
頁

五
十
六
頁
（
号
外
第
一
六
八
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

長
野
県
下
高
井
郡
野
沢
温
泉
村
大
字
前
坂
八
五
四

六
番
地
一

（
甲
）
ア
ー
ク
野
沢
エ
ス
テ
ー
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

鷲
澤

幸
一

長
野
市
大
字
北
長
池
一
六
六
七
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
炭
平
本
店

代
表
取
締
役

鷲
澤

幸
一

長
野
市
北
長
池
一
六
六
七
番
地

（
丙
）
炭
平
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

鷲
澤

幸
一

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
白
山
工
場
に
お

け
る
液
晶
パ
ネ
ル
生
産
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務

を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
三
日

掲
載
頁

一
四
五
頁
（
号
外
第
一
三
七
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

大
阪
市
中
央
区
久
太
郎
町
二
丁
目
一
番
二
五
号

（
甲
）
シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

河
村

哲
治

三
重
県
津
市
安
濃
町
戸
島
二
〇
一
〇
番
地

（
乙
）
シ
ャ
ー
プ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
マ
ニ
ュ
フ
ァ

ク
チ
ャ
リ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

橋
本

隆
治

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
関
西
支
社
の
事

業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.k
a
n -so

.co
.jp
/co
m
p
a
n
y
/

p
u
b
lic -n

o
tice/

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
三
日

掲
載
頁

二
十
三
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

大
阪
市
浪
速
区
湊
町
一
丁
目
四
番
三
八
号
近
鉄
新

難
波
ビ
ル
一
七
階

（
甲
）
株
式
会
社
カ
ン
ソ
ー

代
表
取
締
役

濵
本

康
弘

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
四
番
地
二
Ｂ
Ａ
Ｎ
ビ
ル

三
階（

乙
）
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
株
式

会
社

代
表
取
締
役

鈴
木

一
三





令和年月日 火曜日 第号官 報
吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
海
上
輸
送
事
業

に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
、
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.ry
u
sek
i.co
.jp
/k
o
u
k
o
k
u
/

o
k
i -m
a
rin
e.h
tm
l

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.ry
u
sek
i.co
.jp
/p
ro
file/

a
cco
u
n
ts.sh

tm
l

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

沖
縄
県
う
る
ま
市
字
前
原
七
三
番
地
一

（
甲
）
沖
繩
マ
リ
ン
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

赤
嶺
安
弘

沖
縄
県
浦
添
市
西
洲
二
丁
目
二
番
地
三

（
乙
）
株
式
会
社
り
ゅ
う
せ
き

代
表
取
締
役

根
路
銘
剛
宏

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
、
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
事
業
（
保
険
事
業
）
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継

し
、
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.ry
u
sek
i.co
.jp
/k
o
u
k
o
k
u
/

ry
u
sek
i̲fro

n
tlin
e.h
tm
l

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.ry
u
sek
i.co
.jp
/k
o
u
k
o
k
u
/

ry
u
sek
i̲life̲su

p
p
o
rt.h
tm
l

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

沖
縄
県
浦
添
市
勢
理
客
四
丁
目
二
〇
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
り
ゅ
う
せ
き
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン

代
表
取
締
役

安
慶
名

健

沖
縄
県
浦
添
市
西
洲
二
丁
目
二
番
地
三

（
乙
）
株
式
会
社
り
ゅ
う
せ
き
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

代
表
取
締
役

島
袋

博
文

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
ロ
ー
ラ
ン
ド
プ

ロ
ダ
ク
ト
株
式
会
社
（
住
所
東
京
都
港
区
赤
坂
三
丁
目
一

五
番
九
号
）
に
対
し
て
当
社
の
Ａ
Ｃ
Ｒ
ビ
ル
不
動
産
賃
貸

事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
七
日

掲
載
頁

五
十
五
頁
（
号
外
第
一
八
三
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
一
二
番
三
二
号

コ
ス
メ
テ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ラ
ン
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役

松
田

幸
助

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
港
区
浜
松
町
二
丁
目
二
番
一
五
号
浜
松
町

ダ
イ
ヤ
ビ
ル
二
Ｆ

合
同
会
社
Ｓ
ｏ
ｌ
ｅ
ｉ
ｌ

代
表
社
員

松
本
耕
太
郎

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
一
丁
目
一
〇
番
八
号
渋
谷

道
玄
坂
東
急
ビ
ル
二
Ｆ

Ｃ

Ｆ
Ｂ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ｈ
合
同
会
社

代
表
社
員

望
月

達
矢

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
世
田
谷
区
野
毛
二

一
五

一
九

バ
ー
ミ
ラ
イ
ト
合
同
会
社

代
表
社
員

板
倉

健
一

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町
八
番
一
七
号

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
ハ
ウ
ス
合
同
会
社

代
表
社
員

藤
野

元
章

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
九
日
で
あ
り
、
組
織
変

更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
太
写
ノ
海
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

静
岡
県
島
田
市
東
町
二
一
〇
番
地
の
一
ア
ニ
マ
ー

ト
東
町
一
〇
六

合
同
会
社
愛
華

代
表
社
員

紅
林

鈴
音

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

大
阪
市
北
区
梅
田
一
丁
目
二
番
二
号
大
阪
駅
前
第

２
ビ
ル
一
二

一
二

Ｗ
Ｏ
Ｌ
Ｇ
合
同
会
社

代
表
社
員

廣
瀬

圭
祐

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
一

三

一
〇
サ
ン
ラ
イ

ズ
長
堀
七
〇
六

合
同
会
社
と
き
め
き

代
表
社
員

福
島

加
奈

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
九
億
四
千
万
円
減
少
し
一
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
港
区
芝
二
丁
目
六
番
三
号
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｗ

Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
ｈ
ｉ
ｂ
ａ
ｋ
ｏ
ｅ
ｎ
四
階

Ｓ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

飯
岡

靖
武

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
百
万
円
減
少
し
九
百
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
板
橋
区
大
山
町
一
二
番
二
号
Ｄ
Ｔ
大
山
町

四
階

合
同
会
社
如
月
企
画

代
表
社
員

金
城

正
智

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
十
五
億
二
千
五
十
二
万
千

八
百
七
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
一
月
二
十
九
日

掲
載
頁

八
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
丁
目
三
番
一
号

ア
ス
エ
ネ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

西
和
田
浩
平

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
五
千
二
百
五
十
万
四
百

二
十
五
円
減
少
し
、
そ
の
全
額
を
資
本
準
備
金
と
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
三
日

掲
載
頁

六
十
二
頁
（
号
外
第
四
十
三
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
文
京
区
本
郷
四
丁
目
一
番
三
号
七
Ｆ

イ
ン
テ
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

羽
生

雄
毅

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
六
千
万
円
減
少
し
、
九

千
六
百
五
十
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
九
月
三
十
日
で
あ
り
、
株
主

総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
八
日
に
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
令
和
八
年

九
月
二
十
九
日
ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
一
月
二
十
六
日

掲
載
頁

七
十
八
頁
（
号
外
第
十
六
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五
丁
目
一
三
番
一
号
虎
ノ
門

４
０
Ｍ
Ｔ
ビ
ル

リ
ー
ガ
ル
テ
ッ
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役

平
井

智
之





令和年月日 火曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
九
千
二
百
十
三
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
日

掲
載
頁

一
一
二
頁
（
号
外
第
一
八
六
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
小
川
町
一
丁
目
七
番
地

株
式
会
社
ア
エ
タ
ス
フ
ァ
ル
マ

代
表
取
締
役

堺

俊
哉

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
百
万
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

臨
時
株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日

に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
相
模
原
二
丁
目
一
三

番
一
〇
号

有
限
会
社
相
武
ガ
ー
デ
ン

取
締
役

横
尾

一
男

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
九
千
六
百
万
円
減
少
し
一
億

円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
八
日

掲
載
頁

五
十
八
頁
（
号
外
第
一
八
四
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

香
川
県
高
松
市
北
浜
町
一
番
一
号

宇
高
国
道
フ
エ
リ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

加
藤

琢
二

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
日
を
効
力
発
生
日
と
す

る
株
式
会
社
ヤ
マ
リ
と
の
株
式
交
換
（
以
下
「
本
株
式
交

換
」）に
よ
り
、
資
本
準
備
金
の
額
が
増
加
す
る
こ
と
を
条

件
と
し
て
、
資
本
準
備
金
の
額
に
つ
い
て
、
本
株
式
交
換

に
よ
る
資
本
準
備
金
の
増
加
額
の
全
額
を
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
資
本
準
備
金
の
額
の
減
少
は
、
本
株
式
交
換
に
伴

う
株
式
の
発
行
と
同
時
に
、
本
株
式
交
換
に
よ
る
資
本
準

備
金
の
増
加
額
を
減
少
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
資

本
準
備
金
の
額
の
減
少
の
効
力
発
生
日
後
の
資
本
準
備
金

の
額
は
、
同
日
前
の
資
本
準
備
金
の
額
を
下
回
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
こ
の
資
本
準
備
金
の
額
の
減
少
は
、
取
締

役
に
よ
り
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
で
す
が
、
当
社

に
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

秋
田
県
秋
田
市
茨
島
四
丁
目
一
九
番
五
九
号

株
式
会
社
ヤ
マ
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

工
藤

明
久

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
を
効
力
発
生
日
と
す
る

冨
士
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
業
株
式
会
社
と
の
株
式
交
換
（
以

下
「
本
株
式
交
換
」）に
よ
り
資
本
準
備
金
の
額
が
増
加
す

る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
資
本
準
備
金
の
額
に
つ
い
て
、

本
株
式
交
換
に
よ
る
資
本
準
備
金
の
増
加
額
を
減
少
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
に
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ

ん
。令

和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
三
丁
目
四
番
六
号

エ
フ
・
イ
ー
・
ケ
ー
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株

式
会
社

代
表
取
締
役

篠
田

一
喜

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
を
効
力
発
生
日
と
す
る

田
辺
商
事
株
式
会
社
と
の
株
式
交
換
に
よ
り
、
資
本
準
備

金
の
額
が
増
加
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
そ
の
増
加
額

全
額
を
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
八
日

掲
載
頁

五
十
五
頁
（
号
外
第
一
八
四
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

横
浜
市
中
区
山
下
町
七
一
番
地
二

タ
ナ
ベ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

田
辺

哲
郎

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
を
効
力
発
生
日
と
す
る

株
式
会
社
ヤ
ク
セ
ル
と
の
株
式
交
換
に
よ
り
、
資
本
準
備

金
の
額
が
増
加
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
そ
の
増
加
額

全
額
を
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
八
日

掲
載
頁

五
十
五
頁
（
号
外
第
一
八
四
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

岐
阜
県
関
市
栄
町
二
丁
目
四
一
番
地

株
式
会
社
山
田
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

山
田

義
久

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
億
五
千
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
四
億
五
千
万
円
減
少
し
、そ
れ
ぞ
れ
二
百
万
円
、

零
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
一
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

掲
載
頁

五
十
七
頁
（
号
外
第
七
十
六
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

北
海
道
恵
庭
市
戸
磯
五
七
三
番
地
一
九

ユ
ニ
マ
イ
ク
ロ
ン
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

李

長
明

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
六
千
九
百
十
万
七
千
円
、
資

本
準
備
金
の
額
を
九
千
九
百
五
十
一
万
円
減
少
し
、
そ
れ

ぞ
れ
一
億
円
、一
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
四
月
十
五
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
一
月
三
十
日

掲
載
頁

十
九
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
中
央
区
築
地
一
丁
目
一
二
番
二
二
号

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

タ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

木
場

祥
介

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
九
千
五
百
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
九
千
五
百
万
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
金
一
千
万

円
、
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
九
月
三
十
日
で
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
八
日

掲
載
頁

五
十
六
頁
（
号
外
第
一
八
四
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

大
阪
市
東
成
区
深
江
北
一
丁
目
一
五
番
六
号

株
式
会
社
エ
ポ
ッ
ク
大
阪

代
表
取
締
役

弓
岡

勇
一

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
六
千
八
百
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
七
千
五
百
万
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
金
一
千
万

円
、
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
九
月
三
十
日
で
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
会
社
に
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。令

和
八
年
八
月
二
十
五
日

神
戸
市
灘
区
岩
屋
北
町
七
丁
目
二
番
一
八
号

有
限
会
社
シ
ン
ワ
開
発

取
締
役

弓
岡

勇
一

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
九
千
四
百
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
九
千
五
百
万
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
金
一
千
万

円
、
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
九
月
三
十
日
で
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
十
八
日

掲
載
頁

六
十
頁
（
号
外
第
一
八
四
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

神
戸
市
灘
区
岩
屋
北
町
七
丁
目
二
番
一
八
号

株
式
会
社
ユ
ウ
コ
ウ
管
財

代
表
取
締
役

弓
岡

勇
一





令和年月日 火曜日 第号官 報

特
定
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
特
定
資
本
金
の
額
を
五
億
三
千
七
百
九
十
万

円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
十
月
二
十
七
日

掲
載
頁

五
十
八
頁
（
号
外
第
二
三
八
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

S
ta
rh
ill
G
lo
b
a
l
R
E
IT
O
n
e 特
定
目
的
会
社

取
締
役

森
田

威

出
資
一
口
の
金
額
の
減
少
公
告

当
組
合
は
、
令
和
八
年
三
月
二
十
八
日
開
催
の
定
時
総

会
に
お
い
て
、
出
資
一
口
の
金
額
を
五
十
万
円
か
ら
一
万

円
に
減
少
す
る
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

こ
の
決
議
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
組
合
の
直
近
の
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表

は
当
組
合
事
務
所
に
備
え
置
い
て
あ
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
一
丁
目
三
二
番
二
号
宮
﨑

ビ
ル
二
階

労
働
者
協
同
組
合
き
ょ
う
ど
う

代
表
理
事

藤
野

健
正

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
二
億
四
千
八
百
七
十
八

万
一
千
五
百
二
十
四
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
三
十
日

掲
載
頁

三
二
六
頁
（
号
外
第
一
〇
〇
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
六
番
一
号
虎
ノ
門
ヒ

ル
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
タ
ワ
ー

特
定
目
的
会
社
レ
ジ
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ
ワ
ン

取
締
役

赤
津

忠
祐

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
十
億
四
千
三
百
六
十
一

万
四
千
七
百
八
十
一
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
三
十
日

掲
載
頁

三
二
六
頁
（
号
外
第
一
〇
〇
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
六
番
一
号
虎
ノ
門
ヒ

ル
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
タ
ワ
ー

特
定
目
的
会
社
レ
ジ
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ
ツ
ー

取
締
役

赤
津

忠
祐

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
六
十
億
六
千
五
百
万
円

減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の

開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
五
日

掲
載
頁

一
二
九
頁
（
号
外
第
一
七
六
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

日
光
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
２
３
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
特
定
目

的
会
社

取
締
役

北
川

久
芳

訂
正
公
告

令
和
八
年
八
月
十
九
日
掲
載
の
資
本
金
の
額
の
減
少
公

告
中
、
効
力
発
生
日
を
「
令
和
八
年
九
月
二
十
五
日
」
と

し
た
の
は
「
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
」の
誤
り
で
あ
り
、

ま
た
、
株
主
総
会
の
決
議
を
「
令
和
八
年
八
月
十
四
日
」

と
し
た
の
は
「
令
和
八
年
八
月
十
八
日
」
の
誤
り
に
つ
き

訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
中
央
区
入
船
一
丁
目
九
番
八
号
ピ
エ
ノ

ア
ー
ク
入
船
五
階

C
A
N
D
Y
H
O
U
S
E
JA
P
A
N
株
式
会
社

代
表
取
締
役

古

哲
明

訂
正
公
告

令
和
八
年
七
月
二
十
七
日
掲
載
の
資
本
金
の
額
の
減
少

公
告
中
、
商
号
に
「
ニ
ッ
セ
イ
コ
ム
株
式
会
社
」
と
あ
る

は
「
株
式
会
社
ニ
ッ
セ
イ
コ
ム
」
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し

ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
二
丁
目
一
番
一
号

株
式
会
社
ニ
ッ
セ
イ
コ
ム

代
表
取
締
役

小
林

毅

取
消
公
告

令
和
八
年
六
月
十
六
日
掲
載
の
組
織
変
更
公
告
は
取
消

し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

茨
城
県
古
河
市
関
戸
一
八
六
〇
番
地

ド
ラ
イ
ミ
ッ
ク
ス
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

代
田

俊
秋

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
十
八
億
八
千
四
百
十
二
万
四

千
五
百
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
十
九
億
八
千
三
百
十
二

万
四
千
五
百
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
に
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ

ん
。令

和
八
年
八
月
二
十
五
日

沖
縄
県
浦
添
市
西
原
二
丁
目
三
番
五
号

沖
縄
地
域
経
済
発
展
基
盤
株
式
会
社

代
表
取
締
役

上
原

進

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

埼
玉
県
入
間
郡
越
生
町
大
字
大
満
六
六
二
番
地
一

株
式
会
社
越
生
特
産
物
加
工
研
究
所

代
表
取
締
役

新
井

康
之

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
五
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
足
立
区
谷
中
四
丁
目
四
番
六
号

大
洋
電
熱
株
式
会
社

代
表
取
締
役

天
河

弘
典

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

岐
阜
県
中
津
川
市
新
町
七
番
二
五
号

株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
チ
エ
ン
主
婦
の
店
中
津
川
店

代
表
取
締
役

鈴
木

喜
男

合
併
に
つ
き
株
券
等
提
出
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
グ
ル
ー

プ
と
合
併
し
て
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

当
社
の
株
券
を
所
有
す
る
方
は
、
株
券
提
出
日
で
あ
る
令

和
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
須
田
町
一
丁
目
九
番
地

株
式
会
社
凜

代
表
取
締
役

春
名

秀
樹
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